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Web サービスを使用した購入申請のインポートを機能強化

説明

購入申請の更新は、過去に SAP Ariba Buying ソリューションまたはインポート Web サービスを
使用して購入申請が作成または更新されたかどうかに関係なく、Web サービスを使用してイン
ポートできます。

パラメータ有効化後の初回作成時のソースに関係なく、[購入申請をインポートする] Web サービ
スタスクと [購入申請を非同期的にインポートする] Web サービスタスクを使用して購入申請の更
新をインポートできるようになりました。

ソースシステム/インポート元システムのフィールドは「インポート済み」として上書きされ、元の購入
申請が変更されたことが示されます。

メリット

インポート元に関係なく、すべてのソースの購入申請を更新できるようになるため、柔軟性および整
合性が向上します。また、キーとして、より使いやすく理解や設定もしやすい購入申請 ID を使用し
て更新できるようになります。

ユーザー
▪ バイヤー

イネーブルメントモデル
▪ お客様が設定

対象ソリューション:

▪ SAP Ariba Buying

▪ SAP Ariba Buying and Invoicing

前提条件:

▪ 次の Ariba Buying パラメータを有効化します。
Application.Procure.EnableEnhancedRequisitio

nImportUsingWebServices

▪ 管理者は、データ定義の変更を承認する [統合管
理] グループのメンバである必要があります。
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機能の詳細
▪ インポート処理は、購入申請の [履歴] タブに記録されます。

▪ 購入申請のヘッダーフィールド [ソースシステム] には [インポート済み] が入力されています。

▪ Web サービスタスクを使用して状況が [オーダー済み] の購入申請を更新すると、[履歴] タブに変更の概要を示すレコードが表示されます。V2 の新規購入申請が作成さ
れると、その変更によって必要な承認ワークフロー/編集ルールがトリガされます。
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前提条件と制限事項

前提条件

▪ データ統合にWeb サービスを使用するよう貴社のサイトが設定されている必要があります。
▪ Web サービス要求 (外部システムから XML 形式で送信された購入申請の詳細) に以下のフィールドが含まれている必要があります (品目マスタを設定およびロードした場

合)。
▪ OriginatingSystemLineNumber または NumberInCollection (購入申請明細レベル)

▪ BuyerPartNumber (購入申請明細レベル)

▪ Facility (購入申請明細レベル)

▪ Need-by Date (購入申請明細レベル)

▪ Operation (購入申請ヘッダーレベル)

▪ OriginatingSystemReferenceID または購入申請 ID (購入申請明細レベル)

▪ サービス明細の場合は、さらに以下のフィールドが必須です。
▪ ExpectedAmount

▪ MaxAmount

▪ ServiceStartDate

▪ ServiceEndDate

▪ RequiresServiceEntry

▪ Item_Category (品目カテゴリに基づくサービス購入申請の作成が有効化されているSAP ERP と統合されたサイトに適用)

▪ 購入申請の明細詳細に含まれている NumberInCollection フィールドの値は 1 から始まる必要があります。このフィールドには、インポートされる購入申請の品目の明細番
号が含まれます。

▪ 管理者が [Web サービスを使用した購入申請の拡張インポートを有効化する] (Application.Procure.EnableEnhancedRequisitionImportUsingWebServices) パラメータを
有効化する必要があります。「Enable enhanced requisition import using web services」を参照してください。

▪ [統合管理] グループのメンバは、この機能のデータ定義変更を確認して承認する必要があります。

制限事項

▪ インポート時に購入申請に含めることができる明細の数は 500 に制限されています。500 を超える明細を含む購入申請をインポートすることはできません。
▪ インポート Web サービスタスクを使用して一度に 500 を超える購入申請をインポートすることはできません。
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